
*1 特定中型貨物自動車とは、車両総重量が８トン以上、最大積載重量が５トン以上又は乗車定

員が11人以上の中型自動車のうち、専ら人を運搬する構造のもの以外のものをいう。

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日

各 部 長

首 席 監 察 官 殿

各 所 属 長

警 察 本 部 長

道路交通法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う交通規制関係事務等の運

用について（通達）

道路交通法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第43号。以下「改正令」

交通の方法に関する教則の一部を改正する件（令和６年国家公安委員という ）及び。

が、本年４月１日から施行されるところ、本改正の趣旨、内容及び会告示第10号）

留意事項は下記のとおりであるので、事務処理上遺漏のないようにされたい。

記

１ 趣旨

今般 「物流2024年問題」の対策のため、政府において「物流革新に向けた政策、

パッケージ （令和５年６月２日我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議決定）」

が取りまとめられ、その施策の一つとして 「高速道路のトラック速度規制の引上、

げ」が盛り込まれた。

これを踏まえ、警察庁において 「高速道路における車種別の最高速度の在り方、

に関する有識者検討会」を開催し、道路交通の安全の確保の観点から、交通事故の

発生状況や車両の安全に係る新技術の状況等を踏まえ、検討を行った。

その結果、令和５年12月に「高速道路における車種別の最高速度の在り方に関す

る提言 （以下「提言」という ）が取りまとめられ、90キロメートル毎時を上限」 。

とする現在の速度抑制装置の装着義務を存置した上で、大型貨物自動車及び特定中

型貨物自動車 （車両を牽引するものを除く。以下「大型貨物自動車等」という ）
*1

。
けん

の法定速度を90キロメートル毎時に引き上げることは可能とされたことを受け、高

速自動車国道における大型貨物自動車等の最高速度の見直しを行ったものである。

２ 改正令の内容

大型貨物自動車等の法定速度の引上げ(１)

規発第428号                                          原議保存期間30年：令和36年03月31日まで
                                                             有効期間：令和26年03月31日まで



高速自動車国道の本線車道等を通行する場合の大型貨物自動車等の法定速度

を、現行の80キロメートル毎時から90キロメートル毎時に引き上げることとした

（道路交通法施行令（昭和35年政令第270号）第27条第１項関係 。）

なお、トレーラ、大型特殊自動車及び三輪の自動車の法定速度は現行の80キロ

メートル毎時が維持され、その他の自動車の法定速度は現行の100キロメートル

毎時が維持される。

法定速度の引上げに伴う経過措置(２)

ア 施行前にした違反行為に付する点数については、なお従前の例によることと

した（改正令附則第２項 。）

イ 施行前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例によること

とした（改正令附則第３項 。）

ウ 施行前にした行為に対する反則行為の取扱いに関しては、なお従前の例によ

ることとした（改正令附則第４項 。）

３ 留意事項

提言において、大型貨物自動車等の最高速度の見直しと併せて、道路交通の整序

化のための方策（キープレフト等の周知徹底、交通違反取締り）がなされるべきと

された。

これを踏まえ、一層の道路交通の整序化を図るべく、大型貨物自動車等のドライ

バーに限らず、幅広くドライバーに対して、本改正後の車種別の最高速度や通行帯

等に係る交通ルールのほか、自身の走行速度や周囲の交通状況等を踏まえて走行す

る車線を選択するなどの運転マナーについて、改めて周知徹底を図ること。また、

大型貨物自動車等による大幅な速度超過等の悪質・危険な交通違反を検挙した際に

は、いわゆる「リミッター外し」による不正改造の可能性を視野に入れた捜査を尽

くすこと。

また、提言において、全車種を対象とした80キロメートル毎時の最高速度規制が

実施されている高速自動車国道の部分について、当該規制を撤廃することを検討す

る余地はあるとされたことを踏まえ、交通実態、道路環境等を勘案し、当該規制の

見直しを検討すること。

なお、本通達に係る細目的な留意事項については、別途発出する通達により指示

する。

（参考資料）

○ 道路交通法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第43号）の官報の写し



及び新旧対照条文

○ 交通の方法に関する教則の一部を改正する件（令和６年国家公安委員会告示第

10号）の官報の写し
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